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  音響解析によるモンゴル伝統楽器の特徴につい

て 
About the feature of the Japanese instrument by the acoustic analysis 
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 2011 年度の「音響解析による和楽器の特徴」
の継続調査として、同じアジア圏であるモンゴ
ルの代表的な伝統民族楽器、馬頭琴（モリンホ
ール）の音響解析を行い、その特徴とアジア地
域の伝統楽器の共通点について調査、検討を行
った。 

 

馬頭琴の形状を図１に示す。馬頭琴は馬の尾
を束ねた 2 本の弦を、同じく馬の尾を張った弓
で擦る擦弦楽器である。胴は四角の箱型で、材
質は桐や松や白樺などの柔らかい木材を使用し
ている。また、棹の先端には馬の頭を模ったも
のである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

馬頭琴の音響解析方法は、前回和楽器の音響
解析を行ったときと同様に、楽器の単音を録音
し、時間波形データと FFT による周波数解析結
果から音の特徴を探る。 

 

まずは比較のため、洋楽器の擦弦楽器として、

バイオリンの音響解析を行った。時間波形の形
状を図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

馬頭琴やバイオリンのような擦弦楽器では、
弦の擦り方により時間波形を自由に変化させる

 

（ａ） 全体 

 

（ｂ） 発音部詳細 

図２ バイオリンの時間波形 D4（293Hz） 

Fig.2 Temporal waveform of violin D4（293Hz） 

 

図１ 馬頭琴の形状 

Fig.1 Shape of Morin khuur 
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ことが可能であり、音の持続のさせ方が一定と
ならず、奏法によって変わるため、定量的な評
価ができない。そのため、撥弦楽器のように瞬
間的に擦った場合の音を用いて、奏法による影
響を少なくすることとした。 

 バイオリンの時間波形は弦を弓で擦ることで、
振幅エンベロープが滑らかに立ち上がり、擦り
きると、余韻を残しつつエンベローブがゆっく
りと収束している。波形の詳細は、のこぎり波
となっており、擦弦楽器の特徴的な形状となっ
ている。また、基本波周波数とその倍音が明確
に表れ、低域のしっかりとした印象を与えてい
ると考える。 

 

 次にバイオリンの周波数解析結果を図３に示
す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本波周波数から高域に渡って減衰しながら
広がっているスペクトルは、低域の強調による
はっきりと重い音色と、高域のクリア（澄んだ）
で軽い音色を同時に与え、豊かな印象を与えて
いると考える。 

 また、基本波成分以外に雑音成分が低域に多
く含まれており、独特な味のあるざらつき感、
重厚感を与えていると考える。 

 

次に、馬頭琴の音響解析を行う。時間波形を
図４に示す。 

 馬頭琴の振幅エンベロープもバイオリンと同

様に弓を擦ることで滑らかに立ち上がり、擦り
きるとゆっくりと収束している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発音部詳細では、擦弦楽器の特徴であるのこ
ぎり波形状のようにも見えるが、基本波以外の
周波数成分が多く含まれていることが分かる。
これらの成分が擦弦楽器特有のざらついた印象
を与えているものと考える。 

 

 次に馬頭琴の周波数解析結果を図５に示す。 

 

 

 

（ａ） 全体 

 

（ｂ） 発音部詳細 

図４ 馬頭琴の時間波形 D3（147Hz） 

Fig.4 Temporal waveform of Morin khuur D3（147Hz） 

 

図３ バイオリンの周波数解析結果 D4（293Hz） 

Fig.3 Frequency analysis result of violin D4（293Hz） 
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 周波数成分は 1200Hz以下の低域に集中し、広
域への分布は非常に小さい。そのため、重く、
力強い印象を与えているものと考える。更に、
600～1200Hz でのスペクトルの集中から、タイ
ト（引き締まった）で、すっきりとした印象を
与えているものと考える。 

 また、高域へのスペクトルが小さい分、低域
から中域にかけてノイズ成分が相対的に大きく
見られる。これによって馬頭琴固有のかすれた
息遣いのような印象を与えているものと考える。 
よく、馬頭琴の音を表現する際に馬のいななき
に似ているという表現が用いられるが、恐らく
このようなノイズ成分による印象によるものと
考える。 

 

 

 以上の結果から、モンゴルの伝統民族楽器で
ある馬頭琴には、力強さ、タイト、独特なかす
れた息遣いのような印象を持っていると考える。 
以前に和楽器と洋楽器の比較を行った際にも、

洋楽器の重厚で豊かな印象に比べて、和楽器は
シンプルで味わい深い印象があったように、モ
ンゴル伝統楽器である馬頭琴にも、同様の印象
があるものと考える。 

和楽器との違いという点では和楽器には哀愁

さや、か細さ、繊細さという印象が見られたが、
今回の馬頭琴においては力強い印象が特徴的と
考える。それは私たちがイメージするモンゴル
の雄大な印象とも一致しており、それぞれの地
域の特徴が、楽器や音楽文化に反映されている
ものと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 馬頭琴の周波数解析結果 D3（440Hz） 

Fig.5 Frequency analysis result of Morin khuur D3（147Hz） 
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